
参考資料

　スウェーデンのベビー用品ブランド「ベビービョルン」が、本国スウェーデンの個性「父親の育児参加」を日本

に普及しようと2009年より行なったイベントです。育児を行ないましょう !というような啓蒙ではなく、かっこいい

パパを競うキャンペーンにすることで、楽しみながら普及することを目的に始めました。ベビービョルンの抱っこ

ひもを使用したパパの写真とママからのメッセージをあわせて応募。グランプリに輝くと賞金10万円と副賞のベビー

ビョルン製品がもらえます。

スタイリッシュパパコンテストとは？

　当2009当初は、パパにもっと育児を楽しんで欲しいという思いでスタートしたスタイリッシュパパコンテスト。

その応募には、ママからパパへ感謝のメッセージがたくさん添えられています。最終選考に残る応募者のメッセージなど

は、最終選考の場でママから直接伝えてもらうなどしています。直接伝える感謝の気持ちは心に響く感動があります。

しかし、私たちは、ファイナリスト以外のお応募にも素敵な感謝のメッセージがたくさん応募されていることを知ってい

ます。これらのメッセージはきちんとパパに伝わっているのだろうか？　これほど素敵な感謝の想いは必ず伝えねばなら

ない、ということからフェイスブックに同時投稿するようにいたしました。

No1を決めるコンテストももちろん楽しいですが、ママからパパへ感謝の気持ちを伝えるイベントとして、これからも

多くの方に参加いただきたいと願っています。

たくさんの「ありがとう」

パパコンテストから見える育児風景

スタートした2009年では、お出掛けで持参したデジタルカメラでパパを撮影、プリントアウトして応募というスタイル

が一般的でした。現在は日常の姿をスマホで撮影、４GかWifiで応募が増えてきました。普段のパパがよく表現され、

温かく優しそうな雰囲気をよく感じられます。

意識の変化も感じるひとつです。2009年当初は、「パパは○○してくれます。育児をしてくれます」というような、育児

をがんばる姿への感謝メッセーじが多い印象でした。しかし、昨今は育児をすることが当たり前となってきて、日々仕事を

がんばってくれることも含めたパパ自体への感謝をメッセージに記述することが多くなっているように感じます。「仕事で

大変なのにありがとう」「疲れているのに色んなところに連れて行ってくれて感謝」などです。

行動面でも見てとれます。旅行先での撮影写真が大変多い印象があります。海外も多いです。1歳未満のお子様との旅行

をするアクティブなパパママが増えていると同時に、乳幼児を進んで受け入れる宿泊施設が増えているが起因しているの

だと思われます。

お問合せ

ベビービョルン株式会社　TEL　( 03 ） 3518 - 9980   平日 10 時－17 時    MAIL   info@babybjorn.jp


